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【Interference Technology 日本版】105号は、新規翻訳で3本の特集をお届けします。

まず、無線受信機の性能に影響を与える自己干渉を低減する費用対効果
の高いノイズ対策を紹介する記事。既知のEMI発生源にフェライトを充填
した小さな電波吸収体を使用する対策は自己生成 EMI のあらゆるシール
ドと減衰が重要となる小型ワイヤレス製品の設計時に役立つことでしょ
う。文中で紹介されている電波吸収体のメーカーは米国企業ですが、簡易
的な吸収特性の測定方法も合わせて記載されているので、他社シートを選
択しても有用なはず。

次は、ボードレベルのシールドと回路基板上に、グランド・リターン層に直接
取り付けられた金属製シールドボックスを使用する際に必須の情報。メー
カー選定から形状、取り付け方法など多岐にわたる仕様を決定するときの
考慮事項がわかりやすく説明されています。

最後は、ミリ波30～300 GHzそして、サブミリ波0.3～3 THzの周波数帯に興味がある方は必読の内容です。この周波数帯は、技術的に
新しい分野であり、その性質を知って測定や新規用途に利用するための解説書となっています。
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